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p防災科研の紹介
• http://www.bosai.go.jp

p水災害の軽減を目指した取り組み
•近年の豪雨事例

•豪雨警戒情報提供

•リアルタイム浸水予測技術開発

•防災教育

pまとめ（レジリエントな社会を目指す）
•シームレスな防災を考える

•地域防災力（自助・共助）の向上が不可欠
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気象庁 地方公共団体 防災科学技術研究所 合計
672 2,931 785 4,388

H21.10







⼤型降⾬実験施設
（W49m x L76m x H21m）

時間降⾬量300mm/h





気象観測
•リアルタイム性を重視

気象予測

•降⾬予測
•強⾵予測
•⻯巻予測

⽔災害

•豪⾬警戒情報提供
•リアルタイム浸⽔予測
•浸⽔センサー開発

社会実装

•⾃治体
•⺠間企業
•⾼校
•その他

研究員
２４名

• 理学系１３名
• ⼯学系１１名

技術員
２名 • ⼯学系

研修⽣
２名

事務員
１０名

•契約専⾨員１名
•事務員９名
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過去に経験したことのない。。。

観測史上１位を更新。。。

記録的な。。。

想定外の。。。







• 24時間雨量栃木県日光市（今市）：
541.0ミリ（9/10日6時20分まで）統計
開始以来の極値を更新した

• 72時間雨量栃木県日光市（今市）：
639.0ミリ（9/10日11時50分まで）統
計開始以来の極値を更新した

• 関東地方や東北地方では、統計期間が
10年以上の観測地点のうち16地点で最
大24時間降水量が観測史上１位を更新

• 9月10日から11日にかけて栃木県や茨
城県、宮城県で記録的な大雨



•
•
•



• VIL(鉛直積算雨水量）利用検討

•高詳細高頻度情報(XRAIN)の活用検討

•豪雨警戒情報の利用検討



実験終了時のアンケート（８９％が役に立ったと回答）
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pリアルタイム性を重視
• 早期警戒情報として利用

p社会実装を考慮



標高、GISより作成

レーダ雨量より作成

地形的要因
⼟地の傾斜と凹凸
(標⾼，勾配)

⽔の集まりやすさ
(集⽔⾯積)

形態的要因
浸透・貯留量
(建物率，緑地率，⾼
層化率等)

人工的要因
下⽔道幹線・枝線
(平均道路幅)

⼊⼒と結果が合うような最
適な式・係数を決定する

機械的学習
のイメージ

（物理過程を無視）
教師
データ
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浸水深

流出経路解析

流出係数解析

5mDEM毎の流量解析
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高校生の防災意識
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テレビ

携帯・スマホ・タブレット

メール（⽂字情報のみ）

友⼈・知⼈・家族

防災⾏政無線放送・広報⾞

その他
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H２２７７共共同同研研究究テテーーママ

雨雨とと風風とと収収束束発発散散

局局地地的的大大雨雨のの定定義義
ゲゲリリララ豪豪雨雨のの発発生生条条件件

ゲゲリリララ豪豪雨雨をを検検知知すするる

ヒヒーートトアアイイラランンドド現現象象
ゲゲリリララ豪豪雨雨とと雷雷

特別講演会
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減災
レジリエンス

産業・経済・会社・家庭・個⼈。。。

ü 柔軟な組織
ü ⾼いマネージメント能⼒
ü 共感
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昭和 平成元

（人）

（年）

主な災害：三河地震（ 人）枕崎台風 人）

主な災害：福井地震（ 人）

主な災害：伊勢湾台風（ 人）

主な災害：南紀豪雨（ 人）

主な災害：洞爺丸台風（ 人）

主な災害：阪神・淡路大震災（ 人）

主な災害：カスリーン台風（ 人）

主な災害：東日本大震災（ 人）

主な災害：南海地震（ 人）

 
 

　

10,000

1945枕崎台⾵(3,756)

1959伊勢湾台⾵(5,098)

1934	室⼾台⾵(3,036)

1945 20131989

1995阪神淡路⼤震災(6,437)

2011東⽇本⼤震災(18,559)
平成２５年度防災⽩書（内閣府）より

919(2005/12)

3,523(2017/3)



l シームレスな防災のためには、地域防災力を強化することが必要

l 地域防災力の強化のためには、市町村が自主的に地域の災害特性を把握できる能
力を持つことが必要



レジリエントな社会を目指す

シームレスな減災を考える

地域防災力の強化が不可欠


